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第1回 C E Re S 環境リ モ ー トセ ン シ ン グシ ンポジウム プロ グラム
12月 8 日 ( 火) 1998
1 0: 0 0
挨拶 環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ン タ ー , セ ンタ ー 長 安田嘉純
(都市化 土地利用 , 水循環)
1. 洪横合地 における都市化 に伴う水循環 の変化
*
近藤昭彦, 西山 淳
子東大学界好リモ ー F･ セ ン シンク研究 セ ンタ ー ,
* 干東大学 者感材学詐乾群
2. 土地利用変化 に基づく微地形 ･ 地盤 ･ 地震被蕃の推定
*#jf-
手鼻大草工学部静粛界穿シス テム学科
3. 東北タイ の 地 憩情報デ ー タ ベ - ス 構築 と農菜的土地利用可能性の評価
山田康晴
農林省厚贋農務水産研好セ ンタ ー
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5. イ ン ドネ シア, 西ジ ャ ワ, Ciliw ung- Cis adane 流域に おける土地利用変化 に伴う
水 収支の変化
ァグン プデイ ハ ル ト, 近藤昭彦
♯
, 佐倉保夫
**
干莫大単身新村草 脚 ,
* 千貴大学軍費リ モ ー i･ せ ン シ ンク研穿セ ンタ ー ･
* * 千葉大学野草野
昼休み
13 : 00
(砂漠化)
6. 中国ム ウス砂漠の砂漠化 ･ 緑化地図の作成に関する研究
* *
佐 々 木直人 , 小林達 臥 上山明良 , 楊 劫
♯
, 呂 向柴
* *
, 蘇 世平 ,
* * *
夢 汝菓
子莫大学園署草野 ,
* 内憂古米草 , * *顔面者潜抄研究所 ,
州 クイ ー ン ズ大学
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7. モ ン ゴ ルの 耕作地の検出の問題点
阿子島軌 古谷尊彦
*
, 白石典之
* 事
Ll/jE:y
v
jt 学, * 千葉大学 脚 , 柑 薪湯 大学
( 画像解析･ デ ー タベ ー ス)
8. GMS 赤外 ･ 水蒸気画像に よるチ ベ ッ ト高原東方の 上層婁 日変化 の解析
*
児玉安正 , 高橋美奈子 , 中井専人
戯RT5:大学 (遷し工) , * 戯庶大学 (a ), ** 屠舟科学 郷 党好
9. 空間周汝数領域に おける回転不変 モ ー メ ン ト量を用 い る リ モ ー トセ ンシ グ画像
の教師付きテク ス チ ャ分類
奥村 浩
:長原 脚 早大字
10. 分光反射係数測定 に よる水頑収量 の推定
谷本俊明
広1亀県立農賞セ ンタ ー
1 5: 0 0
( 輝度温度分布)
1 1･ 複雑地表面の熟収支を推定するに は どこ の地表面温度を測ればよいか ?
菅原広史
願 大地凍科学科
12. 可視 ･ 赤外リ モ - トセ ンシ ン グに よる地表面の乾湿状況の推定手法の Ⅰ｡A ND S A T
/T M画俸 へ の 適用
西山 最 近藤昭彦
さ
千東大学G 耗禅学研究科 , * 千寛大学穿穿L/モ ー ^セ ン シ.ン ク顎努 セ ンタ
ー
13. N D V Iと輝度温度 に見 られ る地表面 の特徴
松 田咲子, 大手信人, 西 田顕郎
雇凝大草大学尻産学研教科
14. 特別講演 (1 時間)
懇栽会 (1 7 : 0 0)
水収支と植生 の季節変化
野上道男
j乾立大学野草野
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12月 9 日 ( 水) 1998
10 : 0 0
( エ ア ロ ゾル ･ ライ ダ ー )
1 5. 多波長ライダ ー による エ ア ロ ゾル 観測 と衛星デ ー タの大気補正
久世宏明, 竹内延夫
子栗太草好摩リモ ー Fせ ン シ ンク研究セ ンタ ー
16. ア ジア地域に おける エ ア ロ ゾルキ ャ ラクタリ ゼ - シ ョ ン とラ イダ ー ネ ッ トワ ー ク
竹内延夫, 久世宏明, 劉 文清
子芽.大草穿穿リ モ ー ft せ シ シ ン タ研穿 セ ン タ ー
17. 化学組成分析に基づく大気 エ ア ロ ゾルの光学的特性の推定法の検討
太田幸雄, 長谷川就 - , 池内和泉
北大工学 脚
1 1: 1 5
18. 対流圏 エ ア ロ ゾル のキ ャ ラククリゼ - シ ョ ン
中江 茂, 三 浦和彦
.東京寄科大学
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(水域)
2 0･ M appi喝 Of Indo nesianShallo wWaterBotto mTypesUsingLands atT M
Katsutoshi Ko z ai
Kobe Univers砂 ofMe r caruile Marine1
21, 衛星搭載海色セ ンサ による基礎生産力の推定に つ い て
浅沼市男
脚 聯 セ ンタ ー
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22. GPS と マ イ ク ロ 波放射計 で得 られた可降水量の 比較
岩崎博之 木村富士男
*
, 中川清隆
* *
, 高村民雄
* * *
#尾大学, d= 虜凌大学,
ン グ 研穿 セ ンタ -
才≠ 1感 激育二大学, * * * 千 東大草罪夢リ モ ー f･ セ ン シ
( 植生)
23, Statisticaldata analysis o n win dv elo cityfor usefu l database c onstru e(io n
田栗正章 , 桜井裕ピ
千菜大学 脚 , S 千菓大学免離村学群発群
24. N OA Aと G M Sに よる中国, 華北平原 の植生 ･ 水分状態量 の推定
近藤昭彦, 新藤静克 唐 常源
事
, 佐倉保夫
* *
干貴大学穿蓉リそ - [セ ン シン ク冴穿 セ ンタ - , ♯ 干美大宇宙細野学 脚 ,
* * 千乗大草哲学,,%
25. 環境ス トレス を受けた植物葉水分状態 の分光反射 ス ペ ク トル に よ る評価
干 貴軌 三輪卓司
*
, 中山敬 一 , 松岡延浩, 今 久
子莫大学園碁学部 , * 干美大学界穿リ モ ー Fセ ン シタ祈穿セ ン ンク ー
1 5: 1 5
2 6. 森林気象 に 関する現地観測と モ デリ ング
藤野 毅
埼玉大学大学窟署工学 脚 粛穿 絡 工 草 爵変
27. 樹木葉の ス ペ クドル に つ い て の実験的考察
三輪卓司
干貴大学夢穿リモ ー ∧せ ン シ ンク研穿 セ ンタ ー
2 8. 土地被覆メタデ ー タ ベ ー ス
建石隆太郎
千菓大草穿穿リモ ー Fせ ン シ ンク冴 穿 セ ンタ ー
29. 新 しい植生指標 N A T V S Pと植生被覆率 の関係 に つ い て
*
小 黒剛成, 石山 隆
広島大学 , * 千葉大学赤芽リモ ー i. セ ン シク冴 穿 セ ン37 -
30. 光 エ ネル ギ ー 量 と生産種 の再生産能力
大賀宣彦 , 三輪卓司
*
千葉大学野草野 , * チ 裏方学者穿L/モ ー トセ ン シタ研究 セ ンタ
閉会 の辞
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出 席 者 名 辞
I. Agu ng Budi Earto 環境 リ モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
2. 阿子島功
3. 朝限康司
4. 浅 沼市男
5. 池口正 一
6. 右横広遭
7. 石山 隆
S. 岩 崎博之
タ. 干 貴端
10. 上 圃哲治
ll. 王 制中
12. 大田圭 一
13. 太田幸雄
14. 岡沢埋草
15. 岡山 浩
1 古. 奥村 浩
人文学部
山形大学
自然科学研究科
千葉大学
海洋科学技術セ ンタ ー
白銀科学研究科
千葉大学
ス モ ン リサ ー チ (秩)
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
教育学部
群馬大学
園芸学部
千葉大学
白銀科学研究科
千葉大学
自然科学研究科
･千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
環境資源工学専攻
大学院工学研究科
北海道大学
自然科学研究科
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ンタ ー
千葉大学
電気系
長岡技術科学大学
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17. 温 成脚
18. 梶原康司
1 タ. 金 田真 一
2 0. 川 添芳治
2 1. 金 城秀樹
2 2. 久世宏明
2 3. 黒沢 夕
24. 桑原 洋
25. 糞 少博
2占. 香西尭俊
27. 古賀隆治
2 8. 児玉安正
■
29. 近藤昭彦
30. 近 藤和弘
31. 佐倉保夫
自然科学研究科
千葉大学
環境リ モ ー ト セ シ シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
長 崎県衛 星公専研究所
自然科学研究科
千葉大学
環境 リ モ ー トセ ン シ ング研究 セ ンタ ー
千葉大学
自薦科学研究科
千葉大学
長崎腺衛星公専研究所
環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究 セ ンタ ー
千葉大学
神戸商船大学
電気恵子工学科
■
工学部
■
岡山大学
地球環境学科
弘前大学理 工学部
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究 セ ンタ ー
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
理学部地球科学科
千葉大学
3 2. 佐 々 木直人 緑地植物学研究室 園芸学部
千葉大学
3 3. 佐藤愛樹 自然科学研究科
千葉大学
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34. サ ドリ イ
3 5. 篠崎昭彦
36. 新藤静夫
37. 須月給子
3 S. 菅原広史
3 タ. 杉森康宏
4 0. 鈴木興司
41. 高村民碓
42. 竹内延夫
4 3. 竹村英幸
4 4. 田棄 正章
45. 武 田 明知
4 石. 只石 彰
4 7, 建石隆太如
4 S. 谷 口琴代
4 少. 谷本俊明
5 0. 田 少者
情報エ学科
千葉大学
(ED Cビル).
中野 区中野5 -6 2-1
環境 リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ンタ ー
千葉大学
宇宙技術技術開発株式会社
地球科学科
防衛大学枚
環境 1)モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
世田谷区砧 4-1 3-1 5- 302
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
環境1) モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
数学 ･ 情報教理学科
理学部
千葉大学
中江研究室 理学部物理学科
東京理科大学
自然科学研究科
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
千葉大学
環境I) モ ー ト セ ン シ ング研究セ ン タ ー
千葉大学
広島県立農業技術セ ン タ ー
地球 フ ロ ン テ ィ ア研究 シス テ ム
防災科学研究所
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51. 唐 常瀕
5 2
'
. 千費康弘
5 3. 中井正 -
5 4. 中江 茂
5 5. 中西健太郎
5 6. 成田 祥
5 7. 西 田顕郎
58. 野 上道男
59. 帝本俊昭
6 0. 羽 田野祐子
6 1. 藤野 毅 .
62. 藤原秀 一
古3. 古江大今
古4. 朴 生木
古5. 本多義明
6 6. 本 郷千春
環境 I) モ ー トセ ン シ ン グ研究 セ ンタ ー
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究 セ ンタ -
千葉大学
都市項境 シ ス テ ム学科
工 学部
千葉大学
理学部物理学科
東京理科大学
社会 - 地理学研究室
教育学部
千乗大学
壕境科学研究室
応用化学科
慶応大学理 エ学部
森林水分学研究室
農学研究科
京都大学
理学部
都立大学
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究 セ ンタ ー
千葉大学
計算科学研究室
理化学研究所
理 エ 学研究科
埼玉大学
(財)海中公園セ ンタ ー
三共森ビ ル
伊勢崎原市沼目 2-10- 2
‾環境1) モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ンタ ー
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ング研究セ ン タ ー
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ンタ ー
千葉大学
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石7. 松岡真如
6S. 松 田咲子
石9. 前田和仁
7 0. 三浦和彦
71. 美濃村満生
7 2. 宮下春森
73. 三 輪卓司
74. 安田義妹
7 5. 矢吹政教
7 古. 山田康噂
7 7. 山本尉太
7 S. 愈 守
7少. 吉田大帝
S o. 力石国男
自然科学研究科
千葉大学
森林水分･学研究室
農学研究科
京都大学大学院
自然科学研究科
千葉大学
理学部物理学科
東京理科大学
自然科学研究科
千葉大学
中江研究室 理学部物理学科
東京理科大学
環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ンタ ー
千葉大学
環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ シタ ー
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
海外情報部
農林水産省 国際農林水産菓研究セ〃 一
自然科学研究科
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
自然科学研究科
千葉大学
理 工学部
弘前大学
137
